




各部署の目標

Ａチーム目標：専門性を高め安全で信頼される看護が提供できる

Ｂチーム目標：受け持ち看護師としての自覚と責任を持って看護を

　　　　　　 提供する

今年度は「個々に責任を持った看護を！」をテーマにし目標設定しま

した。「責任」を持つことで患者さんとの関わりが深まり、自己成長に

もつなげていきたいと思っています。

３東

　急性期疾患から慢性期疾患への疾病構造の変化、患者の高齢化、在

院日数の短縮化など、さまざまな社会状況の変化により外来におけ

る継続的看護が重要視されてきています。

そこで外来目標を揚げ、３つの小集団で活動していく予定です。主に

①継続看護の活性化に向けて外来サマリの活用を強化していく

②外来看護の専門性の向上に対しては、看護記録や看護計画の立案

をはじめ、受け持ち制導入を目指すこと、またカンファレンスや学習

会を開催するなど計画しています。

短時間で的確な判断をし、安全で適切な看護ケアの提供に向けて皆

で協力して取り組んでいきたいと思います。

外来

　手術室看護師と患者さんの関わりはとても短い時間でしかありま

せんが、その限られた時間の中で、患者さんに安心して手術を受けて

いただけるようにと、皆熱い思いでがんばっています。そんな熱い思

いを持った私たちの年間目標です。

　術前訪問はもちろん、術中・術後訪問の充実を図り、その質につい

てもきちんと評価していく予定です。実施にあたり、病棟・外来との

連携や情報交換ができたらと思っています。また、昨年度に引き続き、

手術室看護師としての専門知識・技術の向上にも重点をおいていま

す。勉強会の企画や院外研修への参加、各自が自己研鑽に努めていく

ことが重要だと考えています。手術室一同本年度もがんばります！

手術室

Ａチーム目標「知恵を出し合い思いやりのサービスを行う」

小集団目標（看護師チーム）

　･･･生活リハを充実し活動性アップへ繋げる

小集団目標（助手チーム）

　･･･日常生活動作向上につながる効果的なレクリエーションを

　  計画し実施していく

Ｂチーム目標「患者家族の思いを共有し他職種とも連携を図り  

　　　　　   ながら退院の環境を整えていく」

小集団（看護師チーム）目標

　･･･退院支援につながるリハビリカンファレンスの充実を行う

小集団（助手チーム）目標

　･･･転倒予防に努める環境整備を行う

回復リハビリ

　整形外科の患者さんは、突然の受傷で入院になる場合がほとんど

です。そんな患者さんたちは１００％元通りになって帰れるという

気持ちで入院されます。しかし、実際に受傷前の機能レベルで退院さ

れる方は一握りもいません。泌尿器科も同様で、膀胱カテーテルを留

置したまま帰宅となる患者さんや、ウロストミーを造設される患者

さん等、ボディイメージの変調をきたす場合があります。両科とも何

かしら障害が残り、不安な思いをかかえ帰られています。そんな患者

さんたちの心の痛みを少しでも楽にでき、身体の機能をより改善で

きるようにお手伝いがしたいと考え、この目標にしました。

１年間スタッフ皆で取り組んでいこうと思います。

３西

Ａチーム目標

「一人一人を大切に」～入院してよかったと思える看護の提供～

①患者参画型看護

  ･･･患者とともに計画を立案していく・ＣＰ活用の充実

②フィッシュ課･･･入院生活を楽しく過ごすための支援活動

③看護技術の統一・専門的知識の向上

  ･･･看護の統一を図ることで患者満足へつなげる

Ｂチーム目標

「安心して退院ができるような退院指導ができる」

①日常生活指導（パンフレットの充実）

  ･･･パンフレットの見直し・作成・活用の充実

②服薬指導

  ･･･患者・家族の協力を得て自己管理ができる指導・教育を行う

看護助手チーム目標

「環境整備を通して、患者に安全で安楽な入院生活を提供するこ

とができる」

４東

Ａチーム目標「患者・家族に安心感を与える看護の提供」

Ｂチーム目標「患者・家族の要望を取り入れた看護計画立案・

　　　　　　 実施」

目標の大きな柱として、カンファレンスの充実、記録の充実、

各スタッフの役割認識の確立の３つをあげました。それぞれ

の目標がリンクし、行動できることで各個人目標、チーム目

標、病棟目標、看護部目標の達成につなげられ、質の高い看護

の提供を目指していこうと考えます。

４西

患者の記憶に残る手術室看護の提供

チーム力を高め、患者さんの機能を

         　　　 精一杯発揮できるよう支援する

共に喜びが得られる
   （患者・家族・コメディカルのすべての関わる人たち）

情報を共有化することで統一した看護を行う
～患者・家族の声に耳を傾ける姿勢を持つ～

・患者・家族の意志を尊重した看護の提供

・責任と自覚を持った看護実践

先取り看護の実践

～患者満足度の向上を目指して～

継続した看護を通して外来看護の向上に努める










